
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

     

             

   

 

                           

                                          

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

～春 号 ～  202３年 ５月 吉日 

  月    日 

 ピカピカの園・学校・社会人一年生は、期待と緊張で張り裂けそうなドキドキ感で４月を越え、連休で

ホッとし、エネルギーチャージし、５月を過ごされているかと思います。新年度は子どもたちだけでな

く、保護者の方も受け入れ先の園や学校、会社や事業所の方も、新しい環境に適応できるか、新しいメン

バーを加えてうまく軌道に乗せることができるか、連日お疲れのことと思います。 

 私は連休明けが心配でした。４月頑張り過ぎて、連休後に登校・登園しぶりする子どもたちに多く出会

ってきたからです。小１だった息子もまさしくそうでした。連休後にいきなり『学校行かない！』と言い

出し、しばらく車で連れて行きました。休ませた方が良いのか、無理にでも連れて行った方が良いのか。

親は行かせたい、でも子どもは何を思ってか行きたくない…。判断できず悩み迷うこともしばしばでし

た。そのうち、何事もなかったかのように、通常の生活に戻っていきました。 

 行くか行かないか。やるかやらないか。どちらかを決めるということは、決めなかった方のメリットを

得られないということにもなります。そこにあるのは、自己選択であり、選択したことには責任を持つ自

己責任です。初めてのことに不安な子どもたちは、状況をイメージしにくく、自己防衛のごとく立ち向か

うことを躊躇します。選択を要求することは難しいです。だから具体的に双方のメリットをイメージしや

すいように伝え、チャレンジしてみようと背中を押します。大人の心の中では、とにかく体験し、行って

良かったと思って欲しいと願いつつ。心の体力がある場合はそれでうまくいく子どもたちです。でも、ぎ

りぎりまで頑張り続け音を上げた子どもは、そううまくはいきません。時間がかかります。なぜ行きたく

ないのかの謎解きをしつつ、気持ちに寄り添いながら、立ち向かえるエネルギーとなるよう、かかわり方

を考えます。学習でいうと、時計嫌いの１，２年生の子どもたちがいます。『嫌い＝わからない』と訴えて

います。だったらどうするか、わかることがエネルギーになります。でも一度うまくいったからといって

も、次にうまくいくとは思っていません。だって長い時間をかけて嫌いになったのですから。ですから少

しずつ“わかる”を積み上げていくことで、自分から取り組もうとする姿勢になるまで教え続けます。 

 自分でメリットとリスクを天秤にかけることができるようになった中学生は、行かない選択をした時

に、『行っていたら…』も同時に感じているはずです。娘が中１の時、メジャーデビューの頃から好きだっ

たグループが解散するということで、東京開催のラストコンサートに行きたいと言い出しました。学校を

休んでもどうしても行きたいと…。『行くことがこれからの君の人生に影響を与えるか』と聞いたところ、

『ハイ！』。 

期末試験前の大事な授業とを天秤にかけながら…。結果、学校を休み行きましたが、当然、選択に伴うリ

スクへの対応も考えたと思います。それが自己責任です。 

中学生とはいえ、まだまだ瞬間の“やりたくない”の選択の積み重ねが将来の自分にどのような影響を

与えるかまでイメージできません。では、その時大人はどうするか。『やりたくない＝立ち向かう元気がな

い』と子どもの気持ちを捉え、ご褒美で気持ちを向けるのでなく、常に、“あなたはできる”“すごいね”

を言い続け、立ち向かうエネルギーチャージする。自己有能感が低くなっている子どもたちのエネルギー

源は自分はできるという自信です。 

  

へこんだ顔で来られる子どもたちが、笑顔で帰ることができるように、今年度もサポーターでいたいと思

います。 

  

つ ば き 



  

 

 自宅に保護猫３匹、外に避妊の手術した親猫３匹。以前、自宅で指導を行っていた時、迷いネコが子

どもを６匹産み、指導後追っかけていた子どもたち。ゆうちゃんから『ねこ先生』と命名されました。 

 ホームページで、随時、つぶやきを紹介していきます。 

  

まずは・・・あたりまえってなに？ふつーってなに？ 

 

２９年前、山口の学校で驚いたこと。 

授業のはじめに「おねがいします」おわりに「ありがとうございました」 

？？？誰が誰になぜ？？？先生ってそんなにえらいの？さすが保守山口！ 

東京では、「はじめます」「おわります」と言ってたので…。 

場所が変わればあたりまえも変わる！ 

だから、センターは「はじめます」「おわります」 

子どもたちが「ありがとうございました」と言うので、こちらこそ、発見と“できた”を共有できた

充足感を与えていただき、「ありがとうございました」と、感謝の気持ちを込めて。 

 

最近の大学は、携帯持ち込みあたりまえ。だってすぐに調べられるから。 

娘の大学は、授業中、食べながら講義を聴くのはあたりまえ。だって昼食時間がないから。 

講義を聴きながら飲み物を飲んでもよい！ だって熱中症になってしまうから。 

時代と共に、あたりまえは変わる！ 

 

子どもたちにそれぞれのカラーがある。 

だれかが決めた枠に押し込めなくてもいいと思う。 

興味関心が他と異なってもいいじゃん！ 

ひとりでいることが楽しくてもいいじゃん！ 

多様性を認め合う時代になったのだから。 

 

変わらなければならないのは、おとなたちかもしれない。 

ねこ先生のつぶやき 

 

 

今年度の総会で、昨年度の活動報告、決算、今年度の事業計画ならびに予算について、役員で話し

合いを行いました。物価高騰等のあおりを受けて、当センターも厳しい経営状況となっております。

当センターは、年齢、障がいの有無、種類を問わない施設のため、既存の法律の区分には該当せず、

国、県、市より運営に関する補助を一切受けておりません。しかしながら県に数少ない認定 NPO

法人ということで、知事より認証を受けており、厳しいチェックを受けている安心して利用いただ

ける施設です。今年度、印刷費、通信費の削減と迅速な情報発信を目的に、会報、報告集（年次報

告）のペーパーレス化、また、ホームページ上に利用会員専用ページを作り、タイムリーに情報を

提供できるように取り組み始めております。そこに、わたしたちの思い、センターの活動報告、セ

ンターの指導法の解説等をお伝えする予定でおります。しかしながら、継続のために、会費の値上

げを行わざるを得なくなりました。利用会員のみなさまにはご負担をおかけすることになりますが、

趣旨ご理解の上、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

  

センターからのお願い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員も前に出て実演やお話を

させていただきました！緊張

しました💦 

裏方でも沢山働きました！ 

演習中、質問が

あったら直ぐに

お応えします！ 

参加者さんと一緒に。 

言葉かけ・呈示方法の大切

さを実感していただけた 

でしょうか・・・ 

講師：川間 健之介 氏 講師：川間 弘子  

理論を中心に、研究現場での考

察を踏まえ、実際の指導法など

についてご講義いただきまし

た。知っておくべき事が多いな

と、いつも勉強させられます🖊 

臨床現場での子どもたちの様子

から見立て、手立てについて、演

習を含めた内容を講演いただき

ました。明日から取り入れたい内

容ばかりです！ 

～参加者さんのご感想～ 

具体的に個別の教育支援計画や指導計画を見せていただき、参考になりました。資料等も、講演途中でネ

ット配布していただけて、嬉しかったです。／山口から離れた地域からオンライン参加できるのは、時間

的にも費用的にもありがたく、また、オンラインでグループ協議ができたのも良かったです。／実際に山

口に来て受講してよかったです。目の動き、先行誘導などのテクニック、見ているようで課題に目がいっ

ていたことに気付かされました。 

               など、素敵なお声を沢山いただきました。ありがとうございました。 

 

      

  

    

    ２０２３年 ３月１９日（日）  

  講師：川間 健之介 氏 （筑波大学 人間系教授／当センター 理事） 

     川間 弘子 （当センター理事長 虹とおひさま 代表） 

   

   

 

 

 

 

場所・参加方法：ルルサス防府 多目的ホール / zoom（個人・グループ） 

参加費：６，６００円 

参加者数：会場参加 １４名  zoom 参加 ４６名 （内チーム参加 ４組） 



高学年キッズ 

中学年キッズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・４月 英語キッズ イースターをしたよ ・・・・・ 

イースターにちなんで、たまご探しゲームをしたよ！ 

たまごの中にはおやつがはいっていたよ♪ 

たくさんみつけてみんな大喜び！ 

 

今日の天気は？今日の気分は？ 曜日や、日付けも英語で言え

るようになってきたね！ 

英語で挨拶できるってカッコイイ！！ 

 

英語キッズ：月２回（利用料 4,７３０円 税込み） 

対象：年長・小学１・２年生（幼児・低学年クラス）  

小学３・４年生（中学年クラス） 

小学５・６年生（高学年クラス） 

 まだまだ募集中！！ 

興味のある方は、当センターまでお問い合わせくだ

さい。 

              担当：黒木・茅壁 

 

・・・・・ イオンギフトカード いただきました ・・・・・・ 

黄色いレシート   

「イオンリテール(株)イオン防府様からご寄附を

いただきました。       

 有意義に活用させていただきます。 

                  2023.4.7 

 
ありがとうございました 

わかった！できた！を子どもたち

からの お知らせ 

～ オンライン 学習ナビゼミ！ ～ 

2023 年 5 月～「時計の学習」が始まります。 

興味のある方は、下記で検索してください。

https://nijitoohisama.com/navizemi/entry-536.html  

 

 

 

 

 

≪お問い合わせ≫ 

虹とおひさま nijitoohisama＠gmail.com 

     ※メールにてお願いいたします。  



茶話会のお知らせ ～ 就学・学校生活などの不安や疑問を解決しよう！ ～ 

日時：５月３０日（火）10：00～12：00  場所：当センターまたは自宅（zoom） 

講師：山口県教育庁特別支援教育推進室  指導主事 深井 健一先生・指導主事 品川 竜典先生 

参加費：無料  申込方法：電話 0835-25-8808 / メール info@yhattatsu.or.jp / 直接  

申込〆切：５月２４日（水）              http://yhattatsu.or.jp/contact 

※事前に資料等をメール（データ）でお送りいたします。 

編集後記 

 センターが利用者さまにとって、役立つところ、心のより所ところになるよう、 

情報発信、ミニセミナーの複数回開催など、さまざまな取り組みを行っていきます。 

何かご希望があればメール、来所時にお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【賛助会員様】 

  頃木 能宏 様 

  松田 信夫 様 

  倉重 淑子 様 

  髙阪 真樹 様 

  西野 葉子 様 

  山中 雅俊 様 

  山根 貴俊 様 

  桑原 敦子 様 

  梅本 玲子 様   

【 ご 寄 附 】 

   防府市ふるさと寄附金による NPO 等支援補助金を３名様よりいただきました。   

魚谷 様 

ご支援ありがとうございます（順不同） R5.4 月５月 

 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・     

【 指導のお休み・振替について 】 

 当日の指導のキャンセルは、原則として振替または返金対応ができません。 

 前月末までにご連絡いただいた場合は、振替等で対応させていただきます。よろしくお願いいたします。 

・・・・・・・・ お世話になりました   ・・・・・・・・・・ 

在職中には大変お世話になりました。 

利用者さんの優しさに感謝の日々でした。 

今まで、ありがとうございました。 

近藤将人 

みなさまのご協力のもとで成り立っております。 

ご寄附（賛助会費）をいただいた方へ、 

寄附控除証明書を送らせていただきます。 

確定申告の際に、ご使用ください。 

大切に保管いただきますよう、お願いいたします。 

mailto:メール　info@yhattatsu.or.jp　、

